
     ４ポ－ル・タイプ　ラダ－型クリスタルフィルタ－の実験　　ＣＹＴＥＣ　２０１２／１２

　ラダ－型クリスタルフィルタ－の回路には、日本で良くある　Ｃ，２Ｃのコンデンサ－を、全部パラレルに接続する

　タイプと、海外の自作例に見られるような、全部同じ容量のコンデンサ－を使い、入出力部にシリ－ズの接続する

　タイプとが有ります。今回、その違いは何かと、４ポ－ルのクリスタルフィルタ－で、実験してみました。

　コンデンサ－の接続の違いで、シリ－ズ型、パラレル型と今回は呼びます。

１）ラダ－型クルスタルフィルタ－の回路図

　使用クリスタル形状は、ＨＣ－４９Ｓ型

１）パラレル型

　　日本における自作フィルタ－の回路は、

　　この接続方法が、ほとんどです。

　　コンデンサ－は、Ｃと２倍の２Ｃと、２種類

　　使用します。

　　インピ－ダンスは、入出力部に入る

　　コンデンサ－Ｃの使用周波数における

　　キャパシタンスになります。

２）シリ－ズ型

　　海外の自作機に、よく見られる接続方法

　　です。入出力部のコンデンサ－の接続が

　　クリスタルにシリ－ズに入ります。

　　コンデンサ－は、すべて同一の値Ｃを、使

　　用します。

　　インピ－ダンスは、コンデンサ－Ｃの使用

　　周波数におけるキャパシタンスに、なりま

　　す。

２）ラダ－型クリスタルフィルタ－の特性

 
 

　　　　　　　　　　　a)パラレル型特性例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b)シリ－ズ型特性例

　　　　　　　　　　　　　　Z=８００オ－ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z=400オ－ム

　　　



　　　ラダ－型フィルタ－の回路が違っても、フィルタ－としての特性は、ほぼ同じ特性が得られる。

　　　通過帯域は、どちらの形式でも同じ値を取ります。

　　　通過損失も、ほぼ同じ値になります。

　　　スカ－ト特性は、若干シリ－ズ型の方が広いようです。

　　　違いは、終端インピ－ダンスの違いで、シリ－ズ型は、パラレル型の１／２に成る。　このことは回路設計時に

　　　使えます。一般に、ＨＣ－４９Ｓ型などのクリスタルは、電極間容量が小さく、終端インピ－ダンスが高くなりがち

　　　です。マッチングの面で大変な場合、接続方法を選ぶことで、マッチングしやすくなりそうです。

　　　次に、シリ－ズ型において、入出力部のコンデンサ－の値を、変えた場合の特性を見てみました。

　入出力部のコンデンサ－の値を、２倍の１００ｐＦに

　変えた場合の、フィルタ－特性です。

　終端インピ－ダンスが、２００オ－ムになるかと思って

　いましたが、Ｚ＝４００オ－ムの場合が、フィルタ－とし

　ての形状が良かったです。

　形状そのものも、Ｃ＝４７ｐＦ（全部）の場合と大きくは

　変わりません。

　通過帯域内の、リップルの形状が違っています。

　

　以上の実験は、ＦＲＭＳを使用して、実験的に求めた物です。大体の傾向として、参考にしてください。

　ラダ－型の設計には、さくらソフト工房の「ＥａｓｙＸＦ」を、使用しました。

　（ＥａｓｙＸＦは、ＪＪ１ＬＸＨ／成田ＯＭ が作製された、設計ソフトです。ＣＹＴＥＣよりＤＬ可能）
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